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　希望に満ちた平成３１年の新春を迎え、千代田区議
会自由民主党議員団を代表して謹んで新年のご挨拶
を申し上げます。
　皆様には、平素より、自由民主党議員団の活動にご
理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、東京は亜熱帯気候にで
もなったかと感じる夏でありました。そして、毎週のよう
に台風が日本列島を襲い、地震や水害等、各地域に甚
大なる被害をもたらしました。現在においても、困難な
生活を余儀なくされている皆様には、一日も早い復興を
心よりお祈りを申し上げます。
　本区においても、想定外の災害等にも対応できるよ
う、より一層危機管理体制の充実に向けた取り組みが
必要であります。また、この危機管理をはじめ、区政に
おいては、次世代育成支援や保健福祉施策の充実、
東京２０２０オリンピック・パラリンピック開催を契機とした
施策の推進など多くの課題がございますが、一つひと
つ解決に向け取り組んでまいります。

　さらに自由民主党議員団をはじめとした区議会では、
連合町会長をはじめ区民の皆様と「区民集会」を通じ、

「水辺の利活用」をテーマに議論させていただき、平
成３０年第４回定例会にて「皇居周辺の濠、河川の水
質改善を求める意見書」を議決いたしました。オリ・パラ
に向け皇居周辺の環境美化に取り組んでまいります。

　結びに、本年、春には統一地方選挙を控えています。
自由民主党議員団に対しまして引き続きご指導、ご鞭
撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　本年が、皆様にとって幸せに満ち溢れた明るい一年
となりますことを、心からお祈り申し上げます。

自由民主党議員団 幹事長
嶋崎秀彦
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新年を迎えて決意新たに。 決算特別委員会報告
　平成29年度の決算議案審査は、先の定例議会で審査を行いま
したが、「生業資金貸付金」の「年度末現在額」と「収入未済額」
が、一致していないことに加え、「年度末現在額」にも誤りがあるこ
とも明らかになりました。委員会といたしましては、①債権の「決算
年度末現在額」を確定し、会計上の処理を行うとともに、区議会に
十分説明責任を果たすこと、②貸金残高が誤った原因を解明し
再発防止策を示すことを決議し、継続審査となっていました。
　本定例議会では、執行機関から真正な債権額、再発防止に対
する基本方針が示され、適正な会計処理は今年度末までに行うこ
とが確認されました。また、決算数値自体には、不適切な執行は見
られず、「財政健全化判断比率」上も健全であり、採決を行った結
果、賛成多数により認定すべきものと決定致しました。なお、決算
認定に対して全議員より「附帯決議」が
提案され、早期に会計上や債券管理に
関する事務処理や、不能欠損処理に至
る具体的な事務手続きの確立などを執
行機関に強く求め、可決いたしました。

決算特別委員会 委員長  内田直之
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一般質問 

永田壮一
地球温暖化対策
について

問: CO2温暖化には懐疑的な説も多く、
以前は氷河期が来るとまで言われていた。温暖化は都
市の排熱、水蒸気による影響が大きく、景気が良くなる
と都市部は温暖化する。世界のCO2排出量半分の米中
が削減に消極的な現状でパリ協定は成果なしで幕引き
すると見られている。
地球温暖化対策は「経済と環境の調和」を考え、より実
質的な取り組みをするべきだ。長期的には再生可能エ
ネルギーと原子力によるエネルギーミックスが現実的
な中で本区も国民への理解促進に関わっていくべきだ。

区の答弁
本区では地球温暖化対策に平成
３０年度２．５億円予算を計上してい
る。地球温暖化には様々な科学的
側面があるが、世界的な取り組み
に合わせて国や都と歩調を合わせ
ていく。
また国の進めるエネルギー政策の
情報提供、理解促進に努める。

大坂隆洋
高齢者施設の
整備について

問: 平成２７年度に整備計画を策定し
ているが、その通りに進んでいない。特養は多くの方に
待機していただいている現状があり、早急な改善が必要。
また、区内人口の増加に伴う計画の再整備も必要と考え
る。

区の答弁
高齢者福祉施設はサービスの需要見込みに対して施設供給
が不足している。二番町の国有地を活用した施設が開設され
れば待機状態は大幅に改善すると考えている。今後人口推
計に基づき需要推計を行い、改めて計画の整理を行う。

新公会計制度について
問: 平成２８年度から統一的な財務諸表が決算で示され
るが、非常に見づらい。上場企業の財務諸表は、わかり
やすく作られており、それらを参考にして区民にわかり
やすい決算書を作成すべき。

区の答弁
指摘いただいた点も踏まえ工夫を行うとともに、有効な活用方
法も研究していく。

桜井ただし
外国人観光客への
現在地表示ついて

問: 3,000万人を超える旅行者が日本
の魅力を見つけたいと神田や麴町の路地裏にある名所、
飲食店にまで足を運ばれる方も多くなっている。このよう
な中、来街者にとってやさしく親切な現在地表示をする手
段を早急に考える時に来ているが住居表示版の整備は
74.1%と千代田区全域に至っていない。このことについ
て区の見解と今後の対策はどうか。せめて区の関連施設
や関連物には、住所地の多言語表示があっても良いと思う
が考えを問う。また、東京2020に向けた取り組みはどこ
まで進んでいるのか。

区の答弁
住居表示実施地区と未実施地区が混在している現状は好まし
い状況とは言えないが、取り扱いは慎重かつ丁寧な対応が必
要であると認識している。議員ご指摘の通り区関連施設などへ
のわかりやすい表示は観光や災害対策に役立ち、本区を訪れ
る来街者に対しても、今後求められるであろう区のおもてなしの
サービスであると認識している。これまでの経緯を踏まえ、区有
施設等にどのような工夫ができるのか検討していく。また、2020
年に向けスタッフなどによる誘導なども行う予定。

小林たかや
職員体制と
採用について

問: ①幼稚園正規教諭の計画的採用・
人事異動目的は。
②人口増で増えた区の業務量。AI活用により対応を。

区の答弁
①所定人員を計画的に確保。８園の運営で組織活性化。
②積極的に研究する。

区広場の維持管理について
問: 秋葉原駅東西広場の透水性舗装は破損しやすく維
持費用も高い。見解は。

区の答弁
西口は舗装材を見直す。
費用抑制の工夫も実施。

◀破損した透水性・保水性コン
クリート板、斑デザインなく補修
跡、アスファルトの色で黒くなっ
ている。

池田とものり
安全安心な千代田を
目指して

問: 還付金など特殊詐欺の被害を未然
に防ぐために自動通話録音機を無料で配布、設置する
サービスが始まっている。設置状況は。

区の答弁
今年度中には650件の設置を目標とし特殊詐欺被害ゼロの
街を目指す。

問: 小中高生が参加する避難所訓練を実施したらどうか。
区の答弁

家庭内での防災意識も高まり、訓練参加にも若い世代やマンショ
ン住民の方が増えることを期待している。今後も推進していく。

配電地上機器を活用した情報発信へ
問: 一部の防災行政無線スピーカーには文字表示盤が設置さ
れているが現状の課題は。今後災害情報を多言語や映像で伝
えられる配電地上機器のデジタルサイネージを活用してはどう
か。東京2020大会に向けて気運醸成にもつなげては。

区の答弁
英語表記等、他の災害情報伝達手段の活用を検討している。
災害情報のほか幅広い情報配信が考えられるデジタルサイ
ネージの活用は今後も検討していく。

山田丈夫
本区の水害対策
について

問: ①避難所の一部は浸水想定区域
内である。災害別に避難場所を変更すべき。
②荒川洪水ハザードマップの作成時期と周知方法は。
③河川氾濫時、避難情報の伝達方法は。

区の答弁
①浸水時間、期間に応じた周知、対応に努める。なお、荒川
の大規模氾濫時の具体的な避難場所等については現在、
避難想定者数も踏まえ検討中。
②ハザードマップを作成中。来
年度を目途に区内全戸に配布
する。
③避難勧告発令時、ハザード
マップの情報を的確に使用し、
防災行政無線やSNS・ラジオ等
で避難方法を周知する。

平成30年　第４回 区議会定例会

嶋崎秀彦

行政サービスと財政運営について
問: 人口増加に伴い、高齢者や子育て世代への施策拡
充が重要と考える。今後の区の見解は。

区の答弁
高齢者福祉や子育て分野を中心に、将来を見据えた様々な
施策を展開し、人口増に伴う施設や事業の規模の拡充につ
いては、基金を有効に活用しながら、区民の期待に応えてい
きたい。
また、人口増に伴う区民のコミュニティのあり方については、
様々な関連事業の進め方について、この１年丁寧に、広く意
見を聞きながら進めていく。
　

景観行政団体移行について
問: 水の都「江戸」の姿を今に伝える水辺空間の再生は、
都市景観上重要であり、早急に景観行政団体へ移行す
べきであるが、区の見解は。

区の答弁
これまで、都との調整に時間を要していたが、今般、協議が
整う見込みとなり、協議終了後、景観行政団体になる予定で
あり、現時点では、平成３１年４月以降を目途としている。
 

外濠公園総合グラウンドについて
問: 区民体育大会は２年連続雨によるグランド状態不
良のため中止となった。その準備の労力が無駄とな
り、大会準備のノウハウが継承できない事態となってい
る。このように水はけが悪く利用ができない日数が多い。
今後の区の対策は。

区の答弁
区立で唯一のかけがえのない屋外運動場であり、区民がよ
りスポーツに親しめる環境を整備し、通年利用・多目的利用
出来るようにする。
 

障害者福祉センター「えみふる」の運営と
障害者への対応について

問: ①３障害の総合的なサービスを展開するうえで、安
全で効果的な運営ができたのか。
②利用者のニーズが変化している中、これまでどのよ
うな対応を図ってきたのか。
③障害者本人とその家族が安心できる態勢をどのよう
に整えていくか。

区の答弁
①開設当初から数年間は試行
錯誤の繰り返しで、現在は、機能
と安全性が向上し、福祉サービ
スの拠点として質の高いサービ
スの提供に努める。
②利用者懇談会や事業実施後
のアンケートなどで、本人やその
家族のニーズの把握に努める
③上記を踏まえ、区と管理者で
ある社会福祉法人とは、毎月協
議を重ね、利用者のニーズに応
じた事業展開を図っている。
▶障害者福祉センター「えみふる」

代表質問


